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１ 気道管理トレーナー 

１．気道確保スキルの習得において経口・鼻挿管、換気、吸引などの手技の 

トレーニングに使用できます。 

２．ラリンゲルマスクやコンビチューブを使用したトレーニングが可能です。 

３．挿管後に換気を行い、チューブの位置が正しいかどうか判断できます。 

４．セリック法およびＢＵＲＰを実施可能です。 

５．喉頭痙攣をシミュレートできます。 

６．バックバルブマスク換気のトレーニングが可能です。 

７．胃膨満および嘔吐のシミュレーションができます。 

８．換気を行った際に、左右の肺の膨張を実際に確認できます。 

 

ケースに入っていますので、持ち運びできます。 


